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令和３年度（２０２１年度）第１回東海市地域公共交通会議会議録 

 

○会議の名称 令和３年度（２０２１年度）第１回東海市地域公共交通会議 

○開 催 日 時 令和３年（２０２１年）６月２５日（金） 

午前１０時から午前１１時３０分まで 

○開 催 場 所 東海市役所３０２会議室（３階） 

○出 席 委 員 佐治錦三（会長）、山口清（副会長）嶋田喜昭（議長）、 

荻本正久、天野朝之、小林裕之、佐野達郎、久野兼幸、 

片桐眞砂子、濱屋卓義、大里美栄子、望月俊二、 

秋山和子、成田順一、坂野常夫、加古久夫、山内三奈、 

盛林克浩、横山和彦、久保田英男、澤木徹、大西彰 

○欠 席 委 員 豊田信昭、高橋時光、湯浅一成 

○事 務 局 総務部長、危機管理監、交通防犯課長、同統括主任、同主任２人 

○傍聴者の数 １人 

○議題及び審議の概要 

1. 開会のことば 

2. 会長あいさつ 

（会 長）市では、６５歳以上の高齢者の新型コロナワクチン接種を７月までに

終える予定で進めている。現在、６割以上の方が１回目の接種を終え

ている。併せて、国が求める１１月までに接種を希望される方全ての

接種を終えることができるように、組織改正をして対応している。こ

のような情勢の中、地域交通も大きな影響を受けているが、昨年１０

月に循環バスのダイヤを改正し、朝夕ダイヤの設置やバスロケーショ

ンシステムの導入をする等、改善に努めている。市内の公共交通をよ

り良いものとするため、委員の皆様にはそれぞれの立場から、建設的

な御意見をお願いしたい。 

3. 委員自己紹介 

事務局より座席表にて紹介 

4. 副会長、議長及び監事の選出について 

設置要綱第５条第３項に基づき、山口清委員を副会長に会長指名。同条第５項
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に基づき、嶋田喜昭委員を議長に会長指名。第１０条第１項規定に基づき大里

美栄子委員及び秋山和子委員を監事に会長指名。 

5. 報告事項 

  地域公共交通会議について 

   事務局及び中部運輸局愛知運輸支局による「地域公共交通会議」についての

説明。 

 令和２年度（２０２０年度）第３回会議録の確認について 

 令和２年度（２０２０年度）第４回書面協議の結果報告について 

 循環バスの利用状況等について 

事務局による資料１～資料３の説明 

 （議 長）利用者数が新型コロナウイルス感染症の影響で、前年の約７割程度と

なっているが、他の市町村でも同じ状況である。 

（委 員）新型コロナウイルス感染症の影響で利用者数が落ちている中で、今後

ダイヤの減便等は考えているのか。 

（事務局）現在、減便等は考えていない。 

（議 長）今は我慢の時期と捉え、ダイヤも改正したばかりなので減便等はせず

に様子を見ていく。 

（議 長）無料で乗車している高齢者の方は何割くらいいるのか。 

（事務局）４割程度となっている。 

（議 長）新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いてきたら、通勤通学等で

朝夕ダイヤを利用する人が増えることを期待したい。 

 地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果について 

事務局及び愛知県交通対策課による資料４の説明。  

（委 員）期待する取組の中で、バスロケーションシステムの導入と GTFS 化につ

いてはどのようになっているのか。 

（事務局）バスロケーションシステムについては、昨年度導入済みであり、GTFS

化については既に済んでいるが、データの Google へのアップロードが

まだ済んでいない。時期については未定である。 

（委 員）準備が整い次第、広報等で周知を図ってほしい。 

（議 長）GTFS がオープンになると、アプリ等での検索が可能になるため、利用
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者にとっては大変便利になるため、期待したい。 

（委 員）近隣市町との連携した取組は何か考えているのか。 

（事務局）今後、養父森岡線の開通や、知多市の健康増進施設が会館した際には、

大府市及び知多市への乗り入れを考えている。 

 障害者手帳アプリの取り扱いについて 

 タクシーを活用した新型コロナウイルスワクチン接種者の輸送について 

事務局による資料５、資料６の説明 

 （議 長）予約状況はどのくらいなのか。 

 （事務局）６月１８日現在で６６人の方が予約されている。 

 （議 長）他の市町でもこのような取組をしているのか。 

 （事務局）他市町でも、バスやタクシーを活用した輸送を行っている。 

6. 協議事項 

 令和２年度（２０２０年度）東海市地域公共交通会議決算書について 

事務局による資料７の説明 

 （委 員）負担金の中に知多市からの負担金が入っているのはなぜか。 

 （事務局）西知多総合病院内にあるバスロケーションシステムを知多市と共同利 

      用しているため、保守費用を両市で負担しているからである。 

 （議 長）負担割合はどのくらいなのか。 

 （事務局）立地割と人口割により、昨年度については東海市が１６２，０７０円、 

      知多市が７６，６３０円負担している。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 令和３年度（２０２１年度）東海市地域公共交通会議事業計画案について 

事務局による資料８の説明 

 （委 員）令和７年からフィーダーの補助要件に地域公共交通計画の策定が入っ

てくるが、計画の策定予定はあるのか。 

 （事務局）令和４年度に調査業務を委託し、令和５年度策定に向けて準備を進め 

ていく。 

 （議 長）現在は東海市地域公共交通網形成計画に基づいて事業を推進している   

      が、令和７年からは新しい地域公共交通計画を策定し、新しい計画に 
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      基づいて事業を進めていかないと補助がもらえないということなので、 

      来年から計画策定に向けて動き出すということでよいか。 

 （事務局）はい。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 令和４年度（２０２２年度）生活交通確保維持改善計画案について 

事務局による資料９の説明 

（委 員）事業の目標値について、令和２年度実績が大幅に落ち込んでいる中、

新型コロナウイルスの影響を受ける前の計画に基づく目標値設定でよ

いのか。その場合は、「新型コロナウイルスの影響により目標値を見

直すことがある」等の追記をしてはどうか。 

（事務局）追記させていただく。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 東海市公共交通網形成計画の推進について 

事務局による資料１０の説明 

（委 員）８年間の計画の中で、４年目に中間評価をするとあるが、実際に     

どのような評価を行ったのか。 

（事務局）事務局において簡単な分析を行い、計画の推進時の参考にしている。 

（委 員）バスの乗り方教室は、小学生だけでなく、高齢者の移動手段の確保     

の観点からも高齢者向けの教室も検討すべきではないか。 

（議 長）高齢者の方が免許返納前に実際にバスに乗って体験するということ     

は大変重要で、体験することでバスへの不安がなくなり、免許返納     

の決断につながることもある。 

（事務局）検討していく。 

（議 長）現在、どのくらいの小学校で乗り方教室を実施したのか。 

（事務局）平成２９年からの４年間で、１２校中６校で実施した。 

（委 員）横断歩道や交差点付近のバス停での安全確保のため、乗り方教室で     

バス停の直前直後での道路の横断禁止、バスの車体の大きさによる     

死角の話をしてほしい。 
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（議 長）教室では誰が説明しているのか。 

（事務局）説明は事業者である知多乗合株式会社さんにお願いしているの      

で、今年度の実施の際には説明に加えていただく。  

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 東海市循環バス北ルート系統①第２便の運行経路の一部変更について 

事務局による資料１１の説明 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

7. 閉会のことば 



利用者数
（人）

内回数券
（人）

現金（円）
利用者数
（人）

内回数券
（人）

現金（円）
利用者数
（人）

内回数券
（人）

現金（円）

平日 82日 73,651 10,622 1,596,900 平日 82日 82,251 14,868 1,926,800 平日 (0) -8,600 -4,246 -329,900

休日 40日 20,930 2,318 441,000 休日 40日 21,478 3,066 536,800 休日 (0) -548 -748 -95,800

686
回数券・
定期券売上

1,264,600 1,502 回数券売上 1,509,000 -816
回数券・
定期券売上

-244,400

合計 122日 94,581 12,940 3,302,500 合計 122日 103,729 17,934 3,972,600 合計 (0) -9,148 -4,994 -670,100

有料利用者数（人） 有料利用者数（人） 有料利用者数（人）

307 375 -68

523 58 168 537 77 211 -14 -19 -43

775 106 273 850 147 349 -75 -41 -76

13.7%
乗継券
利用率

0.7% 17.3%
乗継券
利用率

1.4% -3.6%
乗継券
利用率

-0.7%

64件 188,600 ※回数券・定期券売上内に合算済

循環バスの利用状況等について

令和３年４月１日から令和３年７月３１日 令和２年４月１日から令和２年７月３１日

区分 区分 区分

乗継券 乗継券 乗継券

平日平均 898 130 平日平均 1,003 181 平日平均 -51

休日平均 休日平均 休日平均

全体平均 全体平均 全体平均

回数券
利用率

回数券
利用率

回数券
利用率

定期券売上

-105

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H31 37226 38427 37973 40064 38420 38120 38451 38674 37716 34068 33395 27112 439646

R02 21526 21125 29512 31566 28220 30155 25697 23497 23328 19985 19947 24778 299336

R03 23204 21724 24183 25470 0 0 0 0 0 0 0 0 94581
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平成３０年度・平成３１年度・令和２年度 循環バスの月別利用者数（人）比較表

資料２



 

 
 

東海市地域公共交通網形成計画の推進 

 

 

 

 

３ その他 

 

●事業内容 

 循環バス６台のうち、中ルート「さつきちゃん」号２台の後部座席の広告掲

出箇所に、市内園児が描いた絵画作品を展示し、親子や祖父母の利用を促進す

るもの。 

●実施時期等 

 令和３年（２０２１年）７月３０日（金）～９月末日 

 横須賀保育園園児作品の展示 

 

基本方針 ３：公共交通を使った活発な交流を促進する仕組みづくり 

目  標 ７：公共交通を使った高齢者の外出促進 

施  策１３：公共交通を利用したくなる取り組み 

実施事業 ２：らんらんバス車内でのイベントの検討・実施 

資料3 



ＱＲコード決済の実施について 

 

１ 報告内容 

国が公共交通機関の維持・活性化等を進めることを目的に、新たなモビリ

ティサービスである Maas（Mobility as a Service）の普及を進めており、そ

の基盤づくりの一つに「ＱＲコード決済等の導入」を掲げている。循環バス

においても、利用者の支払い手段の拡充としてＱＲコード決済の導入を実施

するもの。また、ＱＲコード決済については、車内での回数券販売にも対応

していくものである。  

 

２ 開始時期 

   令和３年（２０２１年）９月１日から  

 

３ 運賃収入への影響 

   決済手数料として３%程度必要となるため、利用者１，０００人につ

き、３千円程度の運賃収入減となるもの。  

 

４ 取扱い決裁種類（９月１日現在）  

Paypay、au Pay、Alipay、We Chat Pay、LINE Pay、ｄ払い、メルペイ  

楽天ペイ、J-Coin Pay 

 

資料４ 



累計利用者５００万人達成記念事業について 

 

 

１ 内容 

循環バスの累計利用者数が令和３年９月頃に５００万人に達成する予定

であることから、達成した際に広く市民に周知するとともに、利用者に対し

て記念品を配布するもの。  

※７月末現在：累計４，９６５，２０４人  

（５００万人突破まであと３４，７９６人）  

２ 周知方法 

  広報掲載 

  市役所市民ホールに横断幕を設置 

  循環バス前方にバスマスクを設置 

  循環バス車内にて記念品の配布（フリーザーバッグ：１，０００個） 

３ 記念品配布方法 

  １日限定で循環バス車内の最前列に記念品を置き、降車時に一人一つずつ取って

もらうように運転手からアナウンスしてもらい、配布するもの。 

４ 参考 

  １００万人突破：平成２１年（２００９年）３月２５日（記念事業実施なし） 

  ２００万人突破：平成２５年（２０１３年）７月１０日 

  ・らんらんバスボックスティッシュ配布（１，０００個） 

  ・バスマスクの設置 

  ・横断幕の設置（太田川駅前ロータリー） 

  ３００万人突破：平成２８年（２０１６年）８月１０日（記念事業実施なし） 

  ４００万人突破：平成３０年（２０１８年）１２月５日 

  ・横断幕の設置（市役所市民ホール） 

資料５ 



 

 

東海市地域公共交通会議会に係る書面報告の結果について 

 

自由意見 

ご意見 回答 

累計利用者数５００万人達成記念事

業は達成した日の翌日に行うのか、

達成が予測される日に行うのか。 

記念品の配布は５００万人達成した日の翌

日に実施する予定でしたが、９月１２日（日）

に達成したため、９月１４日（火）に実施い

たしました。 

ＱＲコード決済がスムーズになるよ

う、座席等にもＱＲコード一覧を用

意し、事前に支払い準備ができるよ

うにするとよいと思う。 

運行事業所において、乗務員がＱＲコード決

済を希望する乗客にＱＲコードを読み取ら

せ、支払画面を案内するよう操作研修が行わ

れており、事前に誤って支払う等のトラブル

を防ぐため車内の掲示はしないものとさせ

ていただきます。 

資料１（議事録）について「令和７

年からフィーダーの補助要件に地域

公共交通計画の策定が入ってくる

が」とあるが、正確には「令和７年

度事業」なので修正してほしい。 

ご指摘のとおり修正いたします。 

資料４（ＱＲコード決済）について、

費用対効果がどの程度期待できるか

は、新型コロナウイルスの影響等も

あり予測は難しいと思うが、ＱＲコ

ード決済の実施による利用促進の点

も考慮してほしい。 

循環バス車内でのＱＲコード決済が可能で

ある旨のチラシの掲示、東海市及び知多乗合

株式会社のホームページへの記載、循環バス

時刻表への追加記載、広報紙への掲載等、実

施しており、今後も利用促進を図ってまいり

ます。 

資料４（ＱＲコード決済）について、

運送収入への影響について手数料に

よる減収に言及しているが、循環バ

スはフィーダー補助を受けているの

既にＱＲコード決済を導入している知多乗

合株式会社の独自路線での利用実績を参考

に算定したところ、９月から３月の７箇月間

の想定利用者数は約５００人となるため、今



 

 

で、補助対象経費が増える場合、補

助金への影響も出てくるが、この点

はどのように対応するのか。（昨年度

の実績に基づくと、仮に全員がＱＲ

コード決済した場合、手数料は９０

万円程度） 

年度の手数料は１，５００円（１回３円）を

見込んでおります。 

そのため、市としては補助金に大きな影響は

ないものと考えております。 

緊急事態宣言の発令中で、感染防止

が大変だと思うが、市民の足として

運行の継続をお願いしたい。 

今後、循環バス車内の抗菌処理（概ね１年程

度抗菌効果が持続するもの）やマスク着用や

消毒の徹底をお願いするステッカーの掲示

を予定しており、安心・安全に利用できる環

境を整えて運行してまいります。 

新型コロナウイルスの影響で、利用

者数は減少しているが、不便さの中

で時間の都合を調整し、努力して通

院・買い物の際に利用している。今

より減便などされた場合、高齢者に

とって不便になり、自力で通院・買

い物が出来なくなるので、これ以上

の減便は考えないでほしい。 

現在のところ、新型コロナウイルス感染症対

策としての減便は考えておりません。 

累計利用者数５００万人達成記念事

業について、１日限定にすると、利

用頻度が多い人でも受け取れないこ

とがあるので、日数を延ばすことは

できないか。 

記念品の数量から、１日限定とさせていただ

きました。 

高齢者の運転免許証の自主返納が増

加し、公共交通機関の重要性が叫ば

れる中、高齢者がスムーズに利用で

きる福祉タクシーやらんらんバスの

充実をお願いしたい。 

らんらんバスの充実を図るため、市民アンケ

ート調査等を行い、利用者の需要に沿ったダ

イヤ編成に努めてまいります。 

 


